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雜 報

    〓人 事

東北帝國大學助教授
兼東北帝國大學事務官 世 良 琢 磨
正五位勳六等

任岡山醫科大學學生主事

敍高等官三等

四給俸下賜 (5月31日)

    岡 山醫科大學學生主事 千 輪 清 海

依願免本官 (5月31日)

     陸軍軍醫中尉從七位 露 野 包 夫

衛生技師ニ任ス

 高等官六等 ヲ以テ待遇セラル

 岡山縣衛生技師ニ補 ス

 四給俸下賜 (6月3日)

        正五位勳三等 遠 藤 中 節

敍從四位 (5月1日)

        正三位勳二等 敷 波 重 治 郎

 官立醫科大學官制第21條 ニ依 リ勅旨ヲ以テ岡山

 醫科大學名誉教授ノ名稱 ヲ授ク (6月6日)

岡山醫科大學臨時附

屬醫學專門部教授
金 津 晴 亮

九給俸下賜 (6月9日)

        正五位勳三等 緒 方 益 雄

敍從四位 (5月15日)

        從 五位勳六等 千 輪 清 海

敍正五位

 特 旨ヲ以テ位1級 被進 (6月12日)

 ○佐 藤 幹君 島根縣簸川郡出雲町松寄下へ轉

 居

 ○藤 山 省 吾君 豫 て岡山醫科大學津田外科教室

 に於て研究中の處今囘山口縣下松市日立製作所笠

戸工場醫局に勤務

○入 山 昌 平君 兵庫縣西宮市川東町88へ 轉居

○幅 原 尚 文君 津山市津山診療所へ勤務

○伊 達 富 久君 天津市 日本 租界明石街22天 津

防疫所へ勤務

○林 富士郎君 豫 て岡山醫科大學北山内科教室

に於て研究中の處今囘三原市糸崎町日本赤十字社

糸崎療養院へ勤務

○田 川 正 三君 岡山市西河原226へ 轉居

○秋 山 頼 光君 岡山醫科大學産婦人科教室に於

て研究中なりし同君は今囘大阪市東成區西片江町

35奥 村 醫院へ勤務

○山本 英 吉君 大阪市南區日本橋北詰原田外科

病院へ勤務

○小手川精行君 福岡縣鞍手郡宮田町磯光1701へ

轉居

○井 戸 幅 秀君 米子市錦町2丁 目90へ 轉居

○渡 邊 傳 二君 豫 て日本赤十字社兵庫支部神戸

診療院外科醫長 として勤務中の同君は今囘同病院

院長に昇任

大野賢三君逝 く 君は明治39年 岡 山醫學

專門學校 を卒業 し北海道札幌市南2條2丁

目に於て開業 し居 られ しが今囘病 を以て遠

逝せ られたりと寔に哀悼に堪へず謹みて茲

に弔意を表す

佐藤義敏君逝 く 君 は大正10年 岡 山醫學

專門學校を卒業,兵 庫縣伊丹市伊丹559に

於 て開業 し居 られしが本年3月26日 病 の

爲急逝せ られたり洵に哀惜に堪へず謹みて

茲に弔意を表す
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〓學位授與

 豫て論文を岡山醫科大學に提出し學位を請求中

なりし田淵義三郎,龍 治好道の兩君は6月14日

附,安 井彌八,松 田芳郎の兩君は6月25日 附,

板倉順,坪 井賢次,志 水清の3君 は6月30日 附

を以て同大學 より醫學博士の學位を授與せられた

り其の論文次の如し

      田 淵 義 三 郎 君

主 論 文

 遲發性「シヨツク」ニ關スル實驗的竝ニ臨牀的研

 究

 第1編 外科的侵襲竝ニ外傷時ニ於ケル血壓 ノ

     消長 ニ關 スル實驗的研究

 第2編 開腹術 ノ血液理學的性状ニ及ボス影響

 第3編 外科的疾患ノ手術前後ニ於ケル肝機能

     ニ關 スル臨牀的研究

 第4編 外科的侵襲ノ持續時間 ト肝機能

參考論文

 其 ノ1 高度 ノ腹水 ヲ有 スル癒着性心嚢炎患者

     ニ大網腹心嚢移植法ノ效果アリシ1例

 其 ノ2 瘢痕性腸間膜炎ノ症例(慢 性便秘 ノ1

     原因)ニ 就テ

 其ノ3 瘢痕性腸間膜炎ニ因ル腸閉塞ニ就テ

 其 ノ4 原發性腸間膜肉腫ノ1臨 牀例 附.其

     ノ統計的觀察

 芽 ノ5 繊 維増殖性蟲様突起炎6例 ノ臨牀觀察

 其 ノ6 電氣熔接時發生スル光線ニ因ル皮膚竝

     ニ眼損傷ノ1例

            (野 田浩一郎共著)

      龍 治 好 道 君

主 論 文

橢圓嚢内淋巴瓣ノ意義ニ關スル實驗的研究

 第1編 橢圓嚢内淋巴瓣 ノ形態及ビ其 ノ開閉ノ

    機構 ニ就テ

 第2編 化膿性迷路炎ニ於ケル橢圓嚢内淋巴瓣

    ノ態度ニ就テ

參考論文

 其 ノ1 頭部鬱血ニ因ル聴器特ニ内耳病變ニ關

     スル實驗的研究

其 ノ2 鼻中隔右側後部 ヨリ發生セシ黒色癌腫

     ノ1例

 其 ノ3 稀有ナル鼓室内動靜脈瘤 ノ1例

             (高原滋夫共著)

其 ノ4 結核 又ハ「ヂフテリー」ト誤診サレタル

     氣管枝異物ノ2例

             (原良太郎共著)

      安 井 彌 八 君

主 論 文

 1, 2哺 乳類動物ノミユーレル氏管ノ發生 ニ就テ

第1編 海〓胎兒 ニ於ケル ミユー レル氏管ノ形

    態學 的發生竝ニ其ノ分化 ニ就テ

 第2編 ミユーレル氏管ノ發生竝 ニ其ノ分化 ニ

     就 テ

     哺乳類特 ニ「ラツテ」胎兒 ニ於ケル檢索

參考論文

 其 ノ1 腎臟原基ノ形態學的發生ニ關スル研究

  1編 哺乳類特 ニ海〓胎兒ニ於 ケル檢索

  2編 哺乳類特 ニ「ラツテ」胎兒エ於ケル檢索

 其 ノ2 コーベル氏腺ノ形態學的發生ニ就テ

     哺乳類特 ニ海〓胎兒ニ於ケル檢索

 其 ノ3 脾臟原基 ノ形態學的發生ニ就テ

     哺乳類特 ニ海〓胎兒ニ於ケル檢索

      松 田 芳 郎 君

主 論 文

 流行性腦炎ニ關スル新知見

 第1編 腦炎患者皮内反應ノ診斷的價値竝 ニ血

     中特異抗體 トノ關係

 第2編 流行性腦炎病毒「ワクチン」ニヨル免疫

    抗體産生ノ臨牀實驗

第3編 急性腦炎患者腦脊髄液中ノ 「トリフト

    フアン」量 ノ推移竝臨牀的價値ニ就テ
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參考論文

 其 ノ1 腦炎患者白血球墨粒貪喰機能 ヨリ見タ

     ル抵 抗力ノ推移ニ就テ

 其 ノ2 脾竝 ニ腦内ニ轉移ヲキタセル肺臟癌ノ

     1剖 檢 例

 其 ノ3 胃漿 膜 ニ原 發 セ ルColithelioma ma-

     lignum (Colomkrebs)ニ 就 テ

 其 ノ4 自律 神經 系機 能 檢 査 法 ト シ テ ノCold

     pressor testニ 對 スル批 判

 其 ノ5 日本 佳血 吸 蟲 症(片 山地 方)ノ 臨 牀 所見

     竝 ニ知 見補 遺

板 倉 順 君

主 論 文

 爬蟲類 ニ於ケル前腎及 ビ原腎及ビ原腎原基ノ形

 態學的發生ニ就 テ(殊 ニ日本産石龜 ニ於ケル檢

 索)(邦 文)

參 考論文

 其 ノ1 爬蟲類殊ニ蝮蛇ニ於 ケル原腎小管ノ發

    生 ニ關スル形態學的研究

 其 ノ2 鳥類 ニ於ケル原腎原基初期發生ニ關ス

     ル形態學的研究(殊 ニ燕 ニ於ケル檢索)

 其 ノ3 鳥類殊 ニ鶉胎兒 ニ於 ケルPrimarer

     Harnkiterノ 形態學的初期發生ニ就テ

 其 ノ4 海猫 ニ於ケル胃原基 ノ形態學的發生ニ

     關 スル研究

 其 ノ5 「リグラ状」幼裂頭條蟲人體寄生1例

 其 ノ6 化膿 性頭蓋骨髄炎ニ就テ

 其 ノ7 「耻骨カリエス」2手 術治驗例

     坪 井 賢 次 君

主 論 文

 總排泄腔ノ發生ニ關スル研究(邦 文)

 魚類特ニNarke japonicaニ 關 スル檢索

參考論文

 其 ノ1 總排泄腔ノ形態學的發生ニ就テ

     家鴨胎兒ニ於ケル檢索

 其 ノ2 鳥類後腎原基ノ發生ニ就テ

     錦花鳥胎兒ニ於ケル檢索

 其 ノ3 精嚢 ノ發生ニ關スル研究

     哺 乳類特ニ家兎胎兒ニ於ケル檢索

 其 ノ4 前 位腺ノ發生ニ關スル研究

     哺乳類特ニ家兎兒 ニ於ケル檢索

 其 ノ5 攝護腺結石臨牀知見

            (根岸,岡 崎 ト共著)

 其 ノ6 異状 ノ經過 ヲ示 シタル興味 アル驅黴

     「アグラヌロチ トーゼ」ノ1例

      志 水 清 君

主 論 文

 2硫 化炭素ノ聴神經組織 ニ及ボス影響ニ就テノ

實驗的研究(邦 文)

參考論文

 其 ノ1 某 人絹工場從業員ノ耳鼻咽喉科領域ニ

    於 ケル疾患ニ就テノ統計的觀察

 其 ノ2 上顎洞炎患者ニ於ケル特殊中心外暗點

     ニ就 テ

             (小山綾夫共著)

 其 ノ3 上顎實試驗的穿刺法施行後ニ發來セル

    急性上顎骨骨髓炎ニ就テ

 其 ノ4 腦脊髓液ノ長期持續的排出ニ依ル耳性

     化膿性腦膜炎ノ治驗例.

 其 ノ5 肺轉移 ヲ伴ヒタル耳性敗血症ノ1治 驗

     例

 其 ノ6 口蓋扁桃腺惡性腫瘍 ニ對 スル手術的竝

     ニ放射線療法ニ就テノ經驗

會 費 領 收(6月 分)

金六圓宛 福本 久 三井 義亮 佐藤 靜馬 山添 貞三 増原 長治

大島 松一 西村 慶次
金參圓五拾錢 西田 忠彦

金參圓宛 田村 官 宮田 貞二 伊賀 安男 渭東 薫 大橋 政人

守屋千代野 阪本 孝章 川西道太郎 佐藤 幹 石田 敏太 沖井 磯吉

   吉田 繁男 今田 立彦 桑原 正 井上 周而 小手川精行 井戸 福秀
金貳拾壹圓 村上 憲佑
金五圓 福本 武雄 金拾四圓 佐藤 一英

               岡 山 醫 學 會
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